
 
 
 

☆ 学校教育目標 「自ら学び、心豊かでたくましく、ともに助け合う児童の育成」  

☆ 子どもたちとめざすスローガン！ 「よく学び、よく遊べ！そして、助け合う 三川っ子！」 

                               発行責任者 校長 櫻井良敬 

 
弥生３月。残すところ１か月となり、一年をふり返る時期となりました。お子さんと学習面や

生活面、健康・体力面などについて、ご家庭で話し合ってみてはいかがでしょうか（下記は例）。 
□意欲をもって、授業にのぞむことができた。  □友だちと仲良く、元気に過ごすことができた。 
□家庭での生活や宿題をしっかりがんばった。   □自分のめあてを達成することができた。 
□次の学年になる気持ちをもつことができた。 
学校でも、学習や生活について、最後のまとめをしっかりと行って参りたいと思います。 
 

  
◆三川っ子が３月で目指してほしいこと：全校朝会での校長の話（概要） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

旭市立三川小学校  児童数２０７名 

№１５ 平成３０年３月６日（火） 

目的を見逃すな 

ある時、足が速いウサギと足の遅い亀が、山の頂上を目指して競争します。亀の足が遅いこ

とを知っているウサギは、木陰で休んでしまいます。その横を亀は、ノロノロしながらも追い

つき、追い抜いてしまいます。亀のゴール直前に目を覚ましたウサギは、必死に追いかけます

が、亀が先にゴールしました。みんなも知っている「イソップの話」の一つです。 

なぜ亀は勝てるはずのない勝負を、ウサギとしたのでしょうか。普通に競走したなら、亀が

ウサギに勝てる確率は万に一つもありません。ウサギが途中で居眠りをすることなど、事前に

予測もできません。もし仮に亀の立場なら、苦手なかけっこではなく、泳ぎで勝負します。そ

れならば、力の限りを尽くさなくても、ウサギに勝つことができたでしょう。 

しかし、亀は苦手なはずのかけっこで、見事に勝利をおさめました。 

ウサギは、競争相手である亀のことばかりを気にしていたため、引き離したと思ったとたん、

真面目に走る気持ちを忘れ、手を抜きました。対する亀は、勝ち負けよりも、ひたすらゴール

に向け進むことを目指し、勝利を得たのです。目的への意識の差が勝敗を分けたのでしょう。 

「精進」という言葉があります。「一つのことに精神を集中して励むこと。一生懸命に努力す

ること」です。他と比較して優劣をつけたり、勝ち負けに一喜一憂したりするのではなく、自

分自身と向き合い、高める努力という意味があります。 

どれほど、高い能力や才能をもっていても、力を抜いてしまえば、地道に努力を積み重ねる

人に、追い抜かれてしまいます。 

正しい目的に向かう努力は必ず報われるのです。 私たちも目先の 

勝ち負けに振り回されず、何が大事な目的なのかを見極めて そこに 

向かうことが大事です。 

自分で安心をして途中で終わらせず、最後まで目的への意識を 

保ち続け、努力を続けて行ってほしいと思います。 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月 行事予定 

１日（木） ６年生を送る会・学校評議員会 
      学級懇談会・ＰＴＡ役員会 
２日（金） 全校朝会 
５日（月） 委員会活動 
６日（火） 読み聞かせ・短縮４時間 
７日（水） 短縮４時間 

１２日（月） 交通指導・安全点検日 
１６日（金） ６年生修了式・大掃除 
１７日（土） 卒業証書授与式 
１９日（月） 振替休業日 
２０日（火） 短縮４時間 
２１日（水） 春分の日 
２２日（木） 短縮４時間・給食終了 
２３日（金） 短縮３時間・修了式 
２４日（土） 春休み（～４／８） 
３０日（金） 離任式 

４月 行事予定 

９日（月） 着任式・始業式 

１０日（火） 入学式・給食開始 

１７日（火） 全国学力・学習状況調査 

２０日（金） 授業参観・ＰＴＡ総会・学級懇談会 

旭市小・中学校図工美術作品展 
〇奨励賞 ４年 川瀬 悠大さん 

書き初め席書大会 

〇千葉日報社賞 ６年 石見 万葉さん 

税に関する絵はがきコンクール 

〇千葉県法人連合会女性部会連絡協議会会長賞 

                 ６年 木村 憲人さん 

〇銚子法人会長賞     ６年 菱木 梨海さん 

〇銚子法人会女性部会長賞 ６年 大藤 海星さん 

〇優秀賞 ６年 山本 祐子さん・嶋田 陽斗さん 

〇佳作 ６年 高垣 陽菜さん・佐久間 梓さん 

       佐久間 天翔さん 

旭いいおか文芸賞「海へ」 

〇入 選  １年 青柳 美海さん 

５年 加藤 陽菜さん 

校長のひとりごと ： つれづれなるままに 
三川っ子が自ら挑戦し続けてきた平成２９年度が

そろそろ終わろうとしています。３月は、この一年間

のまとめの時期でもあります。将来に向けての心・

体・知識をつくることを目標に取り組んで参りまし

た。学校・担任・子どもたち・家庭、それぞれに、そ

れにふさわしい学習・生活・運動環境をつくることが

できたかをふり返ることができればと思います。が

んばり（やる気）、挑戦（勇気）、がまん（根気）を、

各学年の発達段階の基準に応じて指導して参りまし

た。一人一人がたくましく成長してきたと思います。 
さて、３月は、５年生が６年生に向けての登竜門と

なる大きな行事があります。登竜門ですから、当然そ

こには、厳しさが要求されます。それを成功させて初

めてバトンを受け継ぎます。期待しています！ 

１日（木）は、６年生を送る会、ＰＴＡ全体会、

学級懇談会へのご参加ありがとうございました。 
送る会では、三川っ子が一つになり、６年生にエ

ールや感謝のメッセージを伝えました。６年生もそ

れに応え、群読で思いや感謝の言葉を伝えました。

６年生の引き締まった顔が印象的でした。 
全体会では、「２学期制」と「学校評価」につい

てお伝えしました。学級懇談会では、本年度をふり

返り、来年度に向けて目指すことなどを話し合うこ

とができたと思います。 
今年度もあとわずかになりました。これまで、い

ろいろなご協力をいただきましてありがとうござ

いました。また、その日はＰＴＡ役員会も行われま

した。会長さんを中心に、専門部のみなさんには、

１年間さまざまな活動を行っていただき、三川っ子

の健やかな成長にご協力をいただきました。本当に

ありがとうございました。 


